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関西学院大学アドミッション・ポリシーについて 

 

 

Ⅰ．関西学院大学アドミッション・ポリシー 

世界を視野におさめ、他者（ひと）への思いやりと社会変革への気概を持ち、高い識見と倫理観を備

えて自己を確立し、自らの大きな志を持って行動力を発揮する“Mastery for Service（奉仕のための練

達）”を体現する世界市民を育成することが関西学院のミッションです。 

関西学院大学は、このミッションに共感し、大学での学びや諸活動の中で、自分への挑戦をし続ける意

欲にあふれ、さまざまな適性を有する多様な背景をもった学生・生徒を世界のあらゆる地域から受け入

れます。 

そのために、これまでに培われた確かな基礎学力、活動や経験を通じて身に付けた資質、能力、学ぶ

意欲や人間性などを、多様な入試制度により多元的に評価することを基本的な方針としています。 

 

 

Ⅱ．各学部のアドミッション・ポリシー 

神学部アドミッション・ポリシー 

神学部では、キリスト教が人類の歴史の中で生み出してきた思想や文化的財などについて専門領域な

らびに学際的領域での学びを深め、その精神に基づいて社会に奉仕することができるよう、教育するこ

とを目標としています。そこで、高等学校までの基礎的な学習を土台にして、ボランティアや課外活動、

あるいは社会人としての経験などから培った多様な能力をもつ者を幅広く受け入れています。そのため、

以下の項目を募集方針の要素として、筆記を中心とする一般選抜入学試験と、面接（口頭試問含む）を

採り入れた各種入学試験によって、高等学校における基礎学力「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」

「主体性・多様性・協働性」を、それぞれの入学試験において重み付けを行い評価しています。 

 

神学部に入学を望む者に期待することは、以下のとおりです。 

1. キリスト教の生み出した思想、文化的財などの学際的な領域に興味をもっている 

2. キリスト教について幅広く関心をもっている 

3. 世界の歴史や日本の歴史について知識がある 

4. 日本語、英語について一定水準の能力がある 

5. 「倫理」あるいは「数学」あるいは「地理｣について知識がある 

 

キリスト教伝道者コースに入学を許可される者は、上記 1～5に加えて、以下のとおりです。 

6. 将来クリスチャンワーカーを含めた伝道者となる意志をもっている 

7. バプテスマ（洗礼）を受けた者である 

8. 聖書、キリスト教について一定量の知識がある 

9. 聖書、キリスト教について調べることができる 

 

＜略＞ 

 

Ⅲ．入学試験毎のアドミッション・ポリシー 

１．一般選抜 

一般選抜は、各学部での教育に必要な「総合的な学力を持つ受験生を選抜する」ものです。 

一般入学試験では各学部の教育理念・目標に基づき試験教科・科目、配点を設定し、筆記試験により関

西学院大学で学ぶために必要な学力「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を判定するための問題を

独自に作成しています。 
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全学部日程の文系入学試験では本学で学ぶために必要な「英語」「国語」を必須とし、「日本史」「世界

史」「地理」「数学(記述式)」を選択科目とし筆記試験を実施します。全学部日程の国際学部については、

高い英語能力を有する生徒を評価するため、「英語」に特化した「英語」「英語論述」による入学試験も

実施しています。 

学部個別日程の文系入学試験では本学で学ぶために必要な「英語（記述式含む）」「国語（記述式含む）」

を必須とし、「日本史」「世界史」「数学(記述式)」を選択科目とし筆記試験を実施します。また、一部の

日程では「日本史」「世界史」「数学(記述式)」に加えて「地理」を選択科目に加えています。 

理系入学試験においては全学部日程を 2種類実施しています。本学で学ぶために必要な「英語」「数学

(記述式)」を必須とし、理科(記述式)「物理」「化学」「生物」のいずれかを選択する筆記試験を実施し

ています。 

一般入学試験として、英数日程、共通テスト併用日程（英語）、共通テスト併用日程（数学）の３方式

を実施しています。英数日程は、関西学院大学の「英語（記述式含む）」と「数学(記述式)」による筆記

試験を実施し、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を判定しています。共通テスト併用日程（英

語）、共通テスト併用日程（数学）は、関西学院大学の「英語（記述式含む）」または「数学（記述式）」

に、大学入学共通テストの教科・科目の得点を加味し、各学部で学ぶための学力と総合的な基礎学力を

有する生徒を選抜するために実施しています。 

 

大学入学共通テストを利用する入学試験は、「一般入学試験とは異なるタイプの受験生を受け入れる

ための入試制度」と位置づけています。大学入学共通テストで実施している教科・科目の筆記試験をも

とに、本学で学ぶために必要な総合的な基礎学力を「知識・技能」を中心に判定を行い、大学入学共通

テストの得点のみで合否判定を行います。 

1 月出願においては、「外国語」「国語」「数学」「地理歴史・公民」「理科」「情報」を各学部の学びに必

要な科目について必須科目もしくは選択科目として加え、高等学校における各教科の基礎学力のうち「知

識・技能」を評価します。また、3月出願においても高等学校における各教科の基礎学力のうち「知識・

技能」を評価します。 

また、大学入学共通テストを利用する入学試験（1月出願 3 科目型（英語資格・検定試験利用）は、

「読む」「書く」「聞く」「話す」の英語の 4技能を身に付けた生徒を選抜するために、提出された書類の

うち英語資格・検定試験のスコアを出願資格として高く評価し、大学入学共通テストの教科・科目の得

点を活用して実施する入学試験であり、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を得点として評価し、

検定試験に取り組んだ「主体性」を高く評価します。 

 

 

２．グローバル入学試験 

 グローバル入学試験は、入学後、本学のインターナショナル・プログラム（国際教育プログラム）に

積極的に取り組むことを希望する生徒や、将来、国際的な活躍を目指す生徒を対象に 3 つのカテゴリー

で実施する入学試験です。 

 

① 国際的な活躍を志す者を対象とした入学試験 

 ＜文系学部＞ 

関西学院大学のアドミッション・ポリシーに基づき、本入学試験では、英語能力に加え、留学経験、

模擬国連での活動など、自ら国際的な活動に取り組んだ実績を有し、国際的課題解決のための提案・実

践に意欲を有するとともに、その国際的な活動で培った力を本学のインターナショナル・プログラム（国

際教育プログラム）に挑戦することでさらに発展させ、国際社会で活躍できる力を身に付けることを志

す者を求めています。 

 第 1 次審査では、書類審査および筆記審査を行い、「主体性」「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」
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を総合的に評価します。 

 第 2 次審査では、学部毎に実施する面接（口頭試問含む）により、志望学部における学びの意欲や学

びの計画、人間性などを評価します。 

 

＜略＞ 

 

② インターナショナル・バカロレア入学試験 

関西学院大学のアドミッション・ポリシーに基づき、本入学試験では、国際的に認められた大学入学

資格であるインターナショナル・バカロレアＤＰ（ディプロマ・プログラム）の課程を修了後、統一試

験に合格し、インターナショナル・バカロレア資格を有するとともに、入学後は、本学のインターナシ

ョナル・プログラム（国際教育プログラム）を通して、国際社会で活躍する能力を身に付けることを志

す者を求めています。 

 第 1 次審査では、書類審査および筆記審査を行い、「主体性」「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」

を総合的に評価します。 

 第 2 次審査では、学部毎に実施する面接（口頭試問含む）により、志望学部における学びの意欲や学

びの計画、人間性などを評価します。 

 

＜略＞ 

 

３．推薦入学 

推薦入学は高等学校長の責任ある推薦により本学で学ぶために必要な学力を有する生徒を受け入れ

るものです。審査においては調査書、自己推薦書、志望理由書、学校長推薦書等の提出書類による書類

審査と面接（口頭試問含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協

働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

① 院内推薦入学 

１）関西学院高等部 

関西学院高等部推薦入学は関西学院の一貫教育の大きな柱として位置づけられています。高等部でキ

リスト教主義教育による関西学院の建学の精神をもとに学んだ生徒を受け入れることにより、大学進学

後もそれぞれの学部において、正課、課外活動、学内諸活動の面で学生の核となり、他の入学者に対し

ても良い影響を与え関西学院の学風を担うことを期待し実施するものです。 

審査では志願提出書類の書類審査と面接（口頭試問含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

２）関西学院千里国際高等部 

関西学院千里国際高等部推薦入学は、千里国際高等部の特色である国際教育と、キリスト教主義教育

による関西学院の建学の精神をもとに学んだ生徒を受け入れることにより、大学進学後もそれぞれの学

部において、正課、課外活動、学内諸活動の面で学生の核となり、関西学院大学の活性化に寄与するこ

とを期待し実施するものです。 

審査では志願提出書類の書類審査と面接（口頭試問含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

② 継続校推薦入学 

啓明学院継続校推薦入学は、キリスト教主義教育により学んだ啓明学院高等学校の生徒を受け入れる

ことにより、大学進学後もそれぞれの学部において、正課、課外活動、学内諸活動の面で学生の核とな
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り、関西学院大学の活性化に寄与することを期待し実施するものです。 

審査では志願提出書類の書類審査と面接（口頭試問含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

③ 提携校推薦入学 

関西学院大学提携校推薦入学は、個性的でかつ高い資質をもつ生徒を受け入れるために実施していま

す。関西学院の建学の精神および教育理念を理解し、高等学校独自の特色を活かした優れた教育プログ

ラムによって学んだ生徒を受け入れるものです。 

審査では志願提出書類の書類審査と面接（口頭試問含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

＜略＞ 

  

⑤ 協定校推薦入学 

１）キリスト教学校枠 

関西学院大学協定校推薦入学は、高等学校のキリスト教主義教育により学び、個性的でかつ高い資質

をもつ生徒を受け入れるために実施しています。関西学院の建学の精神および教育理念を理解し、高等

学校独自の特色を活かした優れた教育プログラムによって学んだ生徒を受け入れるものです。 

審査では志願提出書類の書類審査と面接（口頭試問含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

２）グローバル枠 

関西学院大学協定校推薦入学は、個性的でかつ高い資質をもつ生徒を受け入れるために実施していま

す。21 世紀的な教育目標であるグローバルな観点に立って国際社会に貢献できる人材として、関西学院

の建学の精神および教育理念を理解し、高等学校独自の特色を活かした優れた教育プログラムによって

学んだ生徒を受け入れるものです。 

審査では志願提出書類の書類審査と面接（口頭試問含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

３）グローバル＋キリスト教校枠 

関西学院大学協定校推薦入学は、21 世紀的な教育目標であるグローバルな観点に立って国際社会に貢

献できる人材として、高等学校のキリスト教主義教育により学び、個性的でかつ高い資質をもつ生徒を

受け入れ、関西学院の建学の精神および教育理念を理解し、高等学校独自の特色を活かした優れた教育

プログラムによって学んだ生徒をも受け入れるために実施するものです。 

審査では志願提出書類の書類審査と面接（口頭試問含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

 

⑥ 指定校推薦入学 

指定校推薦入学は一定の学力を有する生徒を高等学校長の責任に基づく推薦を受け、書類審査・面接

（口頭試問含む）によって総合的に評価し受け入れるための制度です。出願書類と面接（口頭試問含む）

において、一定水準以上の「知識・技能」、各学部で学ぶために必要な「思考力・判断力・表現力」や「主

体性・多様性・協働性」が備わっているか等を評価し、入学後の勉学における明確な志向および意欲の

評価に重点を置き総合的に審査しています。 
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神学部 

関西学院大学神学部において勉学することに強い意欲をもつ、成績優秀な生徒を推薦によって求め、
総合大学の特色を生かし、豊かな人格を培い、幅広い一般諸学の教養と深い神学的素養とを身に付けさ
せ、社会に仕える者を育成することを目的とします。審査に際しては、志願提出書類と面接（口頭試問
含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元
的に評価します。 
 

＜略＞ 

 

⑦ 指定校推薦編入学 

関西学院大学指定校推薦編入学制度では、指定校学校長の責任に基づいて、「知識・技能」「思考力・

判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」等の能力や資質を有すると判断され推薦された学生を、各

学部が書類審査・面接等を通して総合的に評価し、編入生として受け入れます。 

 

神学部 

指定校推薦編入学制度では、関西学院短期大学に特有のキリスト教主義に基づく保育者育成教育を受

け、上述のとおり推薦された学生のうち、将来において伝道者あるいはクリスチャンワーカーとして社

会に貢献することを志してキリスト教神学の理解をさらに深めることを願う者を、書類審査、面接（口

頭試問含む）等を通して総合的に評価し、編入生として受け入れます。 

 

＜略＞ 

 

 

４．探究評価型入学試験 

Society5.0 の到来や人工知能（AI）の台頭、急速なグローバル化の進展等、予測困難な社会の変化に

適応するため、自己の在り方生き方を考えながら、物事の本質を様々な角度から探り見究め続けること

が必要です。本学では「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性・多様性・協働性」を捉え

たうえで、社会に主体的に関わり新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする気概を持つ者

からの挑戦を求めています。 

これらの背景から、本入学試験では、関西学院大学のアドミッション・ポリシーに基づき探究学習を

通して身に付けたそれらの力を多面的・総合的に評価します。これまで主体的に取り組んできた探究活

動を「新たなデータを収集して知見を明らかにしようとする事を通した探究活動」、「国内外の学校・様々

な機関と協働を通した探究活動」、「特定の社会課題等に関する学術的考察を通した探究活動」に区分し、

書類審査や面接（口頭試問含む）、プレゼンテーション審査等の多様な審査方法をもって、探究活動の

過程を重視した評価を行います。 

主体的に取り組んできた探究活動での経験を、本学入学後に学部での学びや研究をはじめ、様々なプ

ログラム等に積極的に参加して活かしていくことを期待しています。 

 

 

５．UNHCR 難民高等教育プログラムによる推薦入学 

「UNHCR 難民高等教育プログラムによる推薦入学」は、関西学院大学と国連難民高等弁務官(UNHCR)駐

日事務所および国連 UNHCR 協会との協定に基づき実施する入学制度です。これは本学の建学の精神に基

づく「人類の幸福と平和に資する世界市民の育成」を現代に即したかたちで実現するためのものです。 

日本で生活する難民の方々は、厳しい環境下におかれています。特に教育面では、本人や家族の経済

的事情や、母国での出身校の卒業証明が得られないなどの理由で、高等教育を受ける機会を失っている

場合が少なくありません。それが就労条件の悪化、さらには、経済的事情の悪化につながっています。 

こうした状況を少しでも改善することを目的とするこの推薦入学制度で入学した生徒が、高い教養と専
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門性を身につけ、将来、日本、母国あるいは国際社会において平和の構築や社会の発展を支える人材へ

と成長することが期待されています。また関西学院大学で共に学ぶ他の学生にとっても、迫害や戦争と

いった国際社会が抱える問題を身近に捉えるとともに、日本国内の国際化を意識する機会となります。 

国連難民高等弁務官(UNHCR)駐日事務所および国連 UNHCR 協会の推薦に基づき、面接（口頭試問含む）

を行い本学で学ぶ意欲を中心にしながら「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・

協働性」について評価を行います。 

 

 

６．スポーツ選抜入学試験 

 関西学院大学のアドミッション・ポリシーに基づき、本入学試験では、スポーツ活動において優れた

能力と競技実績を有し、入学後に学業とスポーツ活動を両立させる強い意欲をもつ者を積極的に受け入

れ、本学における教育の活性化とスポーツ活動の一層の振興に寄与することを目指しています。 

 第 1 次審査では、書類審査にてスポーツ活動における実績を評価するとともに、筆記審査にて、本学

で学ぶにあたっての基礎学力、知識、表現力、論理的思考力を評価します。 

 第 2 次審査では、学部毎に実施する面接（口頭試問含む）等により、志願する学部で学ぶ意欲を中心

に評価を行います。 

 

＜略＞ 

 

８.学部特色入学試験 

関西学院大学のアドミッション・ポリシー、また、各学部が定めるアドミッション・ポリシーに基づ

き、各学部が求める多様な能力、様々な経験や活動を通じて身につけた豊かな人間性をもった学生を求

めています。 

 

神学部 

関西学院大学神学部は、1889 年の関西学院創立と同時に設置された、最も古い伝統ある学部です。神

学部はその設立時からキリスト教の伝道者育成を主要な目的として掲げています。1952 年に新制大学の

一学部として開設されてからも、学術的な質を高めつつ、高度な専門性を持つ伝道者・クリスチャンワ

ーカーの育成に力を注いで来ました。世界の動向を視野に入れ、21 世紀における日本と世界のキリスト

教宣教を担うためには、将来の伝道者・クリスチャンワーカーがしっかりしたキリスト教に関する専門

的な知識を身につけるとともに、社会の諸現象への深い洞察力を持ち、他の諸分野と学問的な対話をす

る力を養う必要があります。 

本学部では、このような趣旨に基づき、学力審査では十分にはかることのできなかった多彩な能力を

評価するため学部特色入試を行います。この学部特色入試では、自分自身の考えを表現し、対話する能

力を評価するとともに、キリスト教信仰に根ざして伝道者・クリスチャンワーカーとなろうとする志、

社会での経験や異文化との出会い、自分らしい思考や資格を重んじています。高校生、社会人、外国人

留学生や帰国生徒などの枠を越えて、広く志願者を募っています。 

入学者選抜に際しては上述の趣旨にのっとって総合的に判断しますが、提出された書類・調査書及び

講義・リポート課題によっておもにキリスト教理解を中心とした「知識・技能」と志望動機とを評価し、

面接（口頭試問含む）によっておもに「思考力・判断力・表現力」と「主体性・多様性・協働性」を評

価します。 

 

＜略＞ 

以上 


